
平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日
提
出

質

問

第

三

三

一

号

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
保
有
す
る
研
修
施
設
の
使
用
状
況
に
関
す
る
質

問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

331



新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
保
有
す
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研
修
施
設
の
使
用
状
況
に
関
す
る
質

問
主
意
書

一

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
東
京
都
港
区
白
金
台
に
「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
研
修
施
設
を
保
有
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
理
念
及
び
使
用
目
的
に
つ
き
、
説
明

さ
れ
た
い
。

二

維
持
費
や
使
用
費
等
の
「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
に
か
か
る
費
用
は
年
間
ど
れ
く
ら
い
か
、
直
近
五
年
に
つ
き
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

三

二
の
費
用
は
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
か
。

四

「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
は
年
間
何
回
使
用
さ
れ
て
い
る
か
。
直
近
五
年
の
使
用
回
数
と
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
目
的
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
三
日
の
新
聞
に
よ
る
と
、
「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
二
〇
〇
七
年
度
の
使
用
状
況
に
つ
き
、

夜
の
懇
親
会
に
使
わ
れ
た
件
数
が
全
体
の
四
割
近
く
を
占
め
、
そ
の
う
ち
半
分
以
上
は
外
部
の
人
の
利
用
で
、
経
済
産
業
省

職
員
が
内
輪
の
飲
み
会
に
使
う
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
事
実
か
。

一



六

五
が
事
実
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
の
「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
理
念
及
び
使
用
目
的
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
適
切
な

使
用
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
か
。

七

五
が
事
実
な
ら
ば
、
二
の
「
白
金
台
研
修
セ
ン
タ
ー
」
に
か
か
る
費
用
を
鑑
み
、
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
「
白
金
台
研

修
セ
ン
タ
ー
」
の
廃
止
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
財
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


